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国総研では、ロックフィルダム等の挙動を、衛星 SAR データを用いて面的に把握し、より

効果的なダムの安全管理を行うための研究開発を実施しています。 

本資料は、衛星 SAR データを用いたロックフィルダムの堤体やダム貯水池周辺斜面の変位

計測方法について解説するものです。また、本資料は、衛星 SAR データを利用する上で理解

すべき基本的な事項や、実際の導入にあたり必要になる技術的事項について、実務的な対応

方法の例や留意点等を解説しています。 
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